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１ オオタカ　２ 古
こ

峯
みね

神社　３ アズマイチゲ　４ ヤマユリ

「
鐘
撞
堂
山
ふ
る
さ
と
の
森
」は
、

春
に
は
山
桜
や
山
ツ
ツ
ジ
が
咲

き
乱
れ
、
夏
は
深
緑
、
晩
秋
か

ら
初
冬
に
か
け
て
は
燃
え
る
よ

う
な
紅
葉
、
そ
し
て
雪
化
粧
と

四
季
折
々
の
変
化
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
秩
父
連
山
の
東
端
に

位
置
す
る
鐘
撞
堂
山
は
、
標
高

３
３
０
・
２
ｍ
と
低
山
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
山
頂
か
ら
は
関
東
平

野
が
一
望
で
き
、
遠
く
は
新
宿

高
層
ビ
ル
群
ま
で
見
渡
せ
る
良

好
な
眺
望
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

山
頂
ま
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
は
、３
コ
ー
ス
（
北
コ
ー

ス
、
西
コ
ー
ス
、
南
コ
ー
ス
）

が
整
備
さ
れ
、
い
ず
れ
も
40
分

か
ら
１
時
間
程
度
で
登
る
こ
と

が
で
き
、
四
季
を
通
じ
て
数
多

く
の
野
鳥
（
オ
オ
タ
カ
、
オ
オ

ル
リ
、
カ
ワ
セ
ミ
な
ど
）
や
小

動
物
（
リ
ス
、
ノ
ウ
サ
ギ
な
ど
）

に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

誰
で
も
手
軽
に
自
然
を
満
喫

で
き
る
こ
の
里
山
に
、
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
一
度
、
足
を
運
ん
で
み

て
は
ど
う
で
す
か
？

北
コ
ー
ス
【
谷
津
池
⬇
北
尾
根
⬇
頂

上
（
約
１
・
５
㎞
／
所
要
時
間
約
60

分
）】
＝
コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
な
ど
の

雑
木
林
が
続
く
最
も
里
山
ら
し
い

コ
ー
ス
。
ゆ
っ
た
り
と
木
々
の
息

吹
を
感
じ
な
が
ら
歩
く
こ
と
の
で

き
る
コ
ー
ス
で
す

南
コ
ー
ス
【
谷
津
池
⬇
南
尾
根
⬇
頂

上
（
約
１
㎞
／
所
要
時
間
約
45
分
）】

＝
南
尾
根
を
歩
く
こ
の
コ
ー
ス
は
、

眺
望
が
良
く
、
景
色
を
楽
し
み
な

が
ら
歩
く
こ
と
の
で
き
る
一
番
人

気
の
あ
る
コ
ー
ス
で
す

西
コ
ー
ス
【
谷
津
池
⬇
古こ

峯み
ね

神
社
⬇

頂
上
（
約
１
㎞
／
所
要
時
間
約
45

分
）】
＝
火ひ

　
ぶ
せ防

の
神
と
し
て
信
仰
を

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

仰
ぐ
日や

ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
を
祭
っ
た
古
峯
神

社
（
本
宮
は
栃
木
県
鹿
沼
市
）
を

経
由
す
る
コ
ー
ス
。
途
中
岩
棚
と

呼
ば
れ
る
登
山
道
の
上
に
せ
り
出

し
た
岩
場
が
あ
り
ま
す

谷や

津つ

池い
け

周
遊
コ
ー
ス
（
約
５
５
０
ｍ

／
所
要
時
間
約
15
分
）
＝
水
面
に

映
る
景
色
を
眺
め
つ
つ
、
手
軽
に

散
策
を
楽
し
め
る
コ
ー
ス
で
す

正
し
い
服
装
、
正
し
い
装
備
を
心

掛
け
、
安
全
に
、
思
い
っ
き
り
自

然
を
楽
し
み

　

ま
し
ょ
う

アクセス

車の場合＝国道２５４号線「鐘撞堂山ふるさと
の森入口」の案内看板のある交差点（手押
し信号あり）から山の方へ。５００ｍ程進む
と右手に「ほたるの里公園」（トイレ・駐車
場あり）、ここからさらに細い車道を３００
ｍ程行くと谷

や

津
つ

池
いけ

（周辺駐車場約５０台）
に到着

電車の場合＝秩父鉄道桜沢駅をご利用くださ
い（なお、寄居駅から大正池、円

つぶ

良
ら

田
た

湖
こ

を通っ
て山頂を目指すコースもあります）

ほたるの里公園

下草刈りの作業風景

毎年６月下旬から７月初めにかけて、蛍鑑賞が
できます。
夜の闇に飛び交う幻想的な蛍の光をぜひご覧く
ださい。
※トイレ・駐車場（約５台分）あり
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自
然
環
境
を
守
る
た
め
に

　
鐘
撞
堂
山
ふ
る
さ
と
の
森
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
ふ
る
さ
と
の
森
監

視
員
」、「
ふ
る
さ
と
の
森
サ
ポ
ー
タ

ー
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
監
視
活
動
や

下
草
刈
り
（
年
２
回
）、
植
栽
活
動

な
ど
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
山
野
草
を
掘
り
取
っ
て

い
く
登
山
者
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

こ
の
貴
重
な
自
然
を
後
世
に
残
し
て

い
く
た
め
に
も
、
き
ち
ん
と
マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、「
ふ
る
さ
と
の
森
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
し
て
活
動
し
て
く
だ
さ
る

か
た
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
花
園
産
業
振
興
課
（
☎
５
８
４
‐

１
１
２
５
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


